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天
下
り
伝
説
の「
船
石
」

船
山
神
社
（
平
群
町
）

莢莢

莢莢

磐
座
信
仰
を
伝
え
る
船
山
神
社
の
拝
殿
と
陽
石
（
右
中
段
）

‖
平
群
町
三
里
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
平
群
町
三
里
４
７
５

（
祭
神
）
船
山
神
、
天
児
屋
根
命
、
住
吉

大
明
神

（
交
通
）
近
鉄
平
群
駅
か
ら
東
へ
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
無
し

（
電
話
）
無
し

船
山
神
社
は
平
群
谷
の
東

側
に
位
置
し
、
平
群
町
三
里

の
旧
安
明
寺
村
と
旧
中
之
宮

村
の
氏
神
と
し
て
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。
後
方
の
矢
田
丘
陵

の
八
合
目
付
近
に
は
丸
木
舟

状
の
三
つ
の
巨
石
（
長
さ
約

６
〜
８
㍍
、
幅
約
２
㍍
）
が

あ
り
、
神
が
乗
っ
て
天
下
っ

て
き
た
「
船
石
」
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

由
緒
は
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、平
安
時
代
の「
延

喜
式
」
の
神
名
帳
に
記
載

の
あ
る
古
い
神
社
で
す
。
船

石
付
近
に
祭
ら
れ
て
い
た

「
船
上
神
社
」
を
近
世
に
山

麓
の
船
山
神
社
に
合
祀
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
船
山
神
社
も
以
前
は

南
西
約
２
０
０
㍍
の
旧
中
之

宮
村
に
あ
り
ま
し
た
が
、
１

９
１
５
（
大
正
４
）
年
、
旧

安
明
寺
村
の
春
日
神
社
の
境

内
地
に
船
山
神
社
の
名
で
遷

座
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経

緯
で
祭
神
は
船
山
神
、
春

日
神
社
の
天
児
屋
根
命
、

住
吉
大
明
神
で
す
。
本
殿
は

小
ぶ
り
の
春
日
造
り
風
で

す
。平

群
谷
で
巨
石
を
神
の
依

代
と
す
る
磐
座
信
仰
の
古
社

と
し
て「
西
の
石
床
神
社（
同

町
越
木
塚
）
、
東
の
船
山
神

社
」
と
並
び
称
さ
れ
、
共
に

豊
穣
を
祈
る
対
象
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
船
山

神
社
の
旧
社
地
の
東
側
に
船

石
に
続
く
道
が
あ
り
ま
す
。

現
社
地
の
拝
殿
前
の
石
段

の
右
側
に
は
、
男
性
器
を
模

し
た「
陽
石
」が
あ
り
ま
す
。

旧
社
地
か
ら
移
さ
れ
た
と
い

い
、
大
き
く
て
、
印
象
的
で

す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

喜
多
村
英
夫
）


